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沖縄県民投票の結果の尊重を求める意見書  

 

去る２ 月 24 日、 政府が 普天 間飛 行 場の代 替施 設と し て沖縄 県名 護市

辺野古に計画している米軍新基地建設のための埋 め立てについて賛否を

問う沖縄県民投票が行われた。  

結 果 は 、 投 票 率 52.48％ 、 「 賛 成 」 11 万 4,933 票 、 「 反 対 」 43 万

4,273 票、「どちらでもない」５万 2,682 票で、「反対」が有効投票数

の 72.15％となる結果となった。  

 辺野古への米軍新基地建設については、昨年 ９月に行われた沖縄県知

事 選 挙 で の 大 き な 争 点 で も あ り 、 建 設 反 対 を 訴 え た 玉 城 デ ニ ー 候 補 が

39 万 6,632 票の史上最多の得票で当選している。この知事選挙をも上

回る「反対」票は、条例で定めた日本の首相とアメリカ合衆国大統領に

通知するとした４分の１をはるかに超えており辺野古への新基地建設に

ついて県民の意思は明確となっている。  

 武 蔵 野 市 議 会 は 、 平 成 27（ 2015） 年 ９ 月 に 「 地 方 自 治 の 尊 重 を 政 府

に求める意見書」を可決し、辺野古新基地の建設を強行しないことを求

め た 。 国 と 地 方 公 共 団 体 の 関 係 は 、 平 成 12（ 2000） 年 の 地 方 分 権 一 括

法により対等・協力の関係となった以上、地方自治体の意思を政府（国）

が尊重することは言うまでもない。  

 よって、武蔵野市議会は、貴職に対し、地方自治の尊重を求める立場

から、沖縄県民投票で示された結果を尊重し、対話による解決を図るこ

とを求める。  

 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書 を提出する。  
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